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効果
こうか

測定
そくてい

問題
もんだい

　４

自動車
じどうしゃ

保険
ほけん

は、強制
きょうせい

保険
ほけん

に入
はい

っていれば任意
にんい

保険
ほけん

に入
はい

る必要
ひつよう

はない。

車
くるま

を運転
うんてん

する人
ひと

は、交通
こうつう

規則
きそく

を守
まも

り、他
た

の人
ひと

に危険
きけん

を与
あた

えたり、迷惑
めいわく

をかけたりしない社会的
しゃかいてき

な責任
せきにん

と義務
ぎむ

がある。

運転者
うんてんしゃ

が疲
つか

れているとき、雨
あめ

にぬれた道路
どうろ

を走
はし

るとき、重
おも

い荷物
にもつ

を積
つ

んでいるときなどは、制動
せいどう

距離
きょり

が長
なが

くなる。

交差点
こうさてん

やその付近
ふきん

以外
いがい

の場所
ばしょ

で緊急
きんきゅう

自動車
じどうしゃ

が接近
せっきん

してきた場合
ばあい

は、道路
どうろ

の左
ひだり

側
がわ

に寄
よ

って一時
いちじ

停止
ていし

をしなければな

らない。

ブレーキを数回
すうかい

に分
わ

けてかけると、ブレーキランプが点滅
てんめつ

するので後続車
こうぞくしゃ

の迷惑
めいわく

となるのでやめたほうがよい。

追
お

い越
こ

しをしてもとの車線
しゃせん

に戻
もど

るタイミングは、できるだけ早
はや

いほうがよい。

坂道
さかみち

で行
い

き違
ちが

う時
とき

は、待避所
たいひじょ

の有無
うむ

に関係
かんけい

なく、下
くだ

りの車
くるま

が上
のぼ

りの車
くるま

に道
みち

を譲
ゆず

る。

普通
ふつう

二輪
にりん

免許
めんきょ

は、18歳以上
さいいじょう

から免許
めんきょ

を取得
しゅとく

することができる。

に後方
こうほう

の確認
かくにん

を手伝
てつだ

ってもらうようにする。

故障
こしょう

車
しゃ

を、ロープやクレーンでけん引
いん

する時
とき

は、けん引
いん

免許
めんきょ

は必要
ひつよう

ない。

バックで駐車
ちゅうしゃ

をすることは危険
きけん

なので、車庫
しゃこ

などに入
い

れる時
とき

は前進
ぜんしん

で駐車
ちゅうしゃ

をし、発進
はっしん

する場合
ばあい

は、同乗
どうじょう

者
しゃ

など

警察官
けいさつかん

が腕
うで

を横
よこ

に水平
すいへい

に上
あ

げている場合
ばあい

、警察官
けいさつかん

などの身体
からだ

に対面
たいめん

する交通
こうつう

は、赤色
あかいろ

の灯火
とうか

の信号
しんごう

と同
おな

じ意味
いみ

赤色
あかいろ

の灯火
とうか

の点滅
てんめつ

信号
しんごう

は、安全
あんぜん

を確認
かくにん

した後
のち

に、徐行
じょこう

して通行
つうこう

することができる。

右折
うせつ

か転回
てんかい

をするときの合図
あいず

の時期
じき

は、右折
うせつ

か転回
てんかい

をしようとする３秒
びょう

前
まえ

に合図
あいず

を行
おこな

う。

混雑
こんざつ

を緩和
かんわ

するため警察官
けいさつかん

から指示
しじ

があったので、「歩行者
ほこうしゃ

用
よう

道路
どうろ

」を通行
つうこう

した。

図
ず

２の標識
ひょうしき

のある道路
どうろ

は、特
とく

に認
みと

められた車
くるま

だけは、徐行
じょこう

しながら通行
つうこう

することができる。

である。

安全
あんぜん

地帯
ちたい

のない停留所
ていりゅうじょ

で停止中
ていしちゅう

の路面
ろめん

電車
でんしゃ

に乗
の

り降
お

りする人
ひと

がいないときは、路面
ろめん

電車
でんしゃ

との間隔
かんかく

に関係
かんけい

なく徐行
じょこう

をして側
そく

方
ほう

を通過
つうか

してもよい。

図
ず

１の標識
ひょうしき

は、路面
ろめん

電車
でんしゃ

の停留所
ていりゅうじょ

があることを表
あらわ

している。

車両
しゃりょう

通行帯
つうこうたい

のない道路
どうろ

では、自動車
じどうしゃ

は中央
ちゅうおう

線
せん

寄
よ

りを通行
つうこう

するようにする。

停留所
ていりゅうじょ

で止
と

まっている路線
ろせん

バスなどが、方向
ほうこう

指示器
しじき

などで発進
はっしん

の合図
あいず

をしたときは、後方
こうほう

の車
くるま

は、その発進
はっしん

を妨
さまた

げ

てはならないが、急
きゅう

ブレーキや急
きゅう

ハンドルで避
さ

けなければならないような場合
ばあい

は、先
さき

に進
すす

むことができる。

図
ず

３の標示
ひょうじ

は、転回
てんかい

禁止
きんし

の終
お

わりであることを示
しめ

している。

こう配
ばい

の急
きゅう

な下
くだ

り坂
ざか

は、スピードを出
だ

しやすいので追
お

い越
こ

しに適
てき

している。

二輪車
にりんしゃ

に乗
の

る時
とき

は、ステップに土踏
つちふ

まずを乗
の

せ、つま先
さき

を逆
ぎゃく

八
はち

の字
じ

にして足
あし

を開
ひら

いた状態
じょうたい

で乗
の

るのが良
よ

い。

乗車
じょうしゃ

定員
ていいん

11人以上
にんいじょう

29人以下
にんいか

の車
くるま

を運転
うんてん

する時
とき

は、中型
ちゅうがた

自動車
じどうしゃ

の免許
めんきょ

が必要
ひつよう

になる。

二輪車
にりんしゃ

に乗
の

る時
とき

は、できるだけ身体
からだ

の露出
ろしゅつ

の多
おお

い服装
ふくそう

をしたほうが良
よ

い。

車
くるま

は、横断
おうだん

歩道
ほどう

と、その手前
てまえ

から10ｍ以内
いない

の場所
ばしょ

では、他
た

の車
くるま

を追
お

い越
こ

したり、追
お

い抜
ぬ

いたりしてはならない。
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徐行
じょこう

とは、標識
ひょうしき

や標示
ひょうじ

によって示
しめ

されている最高
さいこう

速度
そくど

の２分
ぶん

の１以下
いか

の速度
そくど

で進行
しんこう

することである。

砂利道
じゃりみち

は、舗装
ほそう

道路
どうろ

に比
くら

べで制動
せいどう

距離
きょり

が短
みじか

くなる。

標識
ひょうしき

や標示
ひょうじ

によって横断
おうだん

や転回
てんかい

が禁止
きんし

されているところでは、同時
どうじ

に後退
こうたい

も禁止
きんし

されている。

急
きゅう

ブレーキは、危険
きけん

を避
さ

けるための非常
ひじょう

手段
しゅだん

として使
つか

うもので、やむを得
え

ないとき以外
いがい

にはかけてはならない。

路線
ろせん

バス優先
ゆうせん

通行帯
つうこうたい

を走行中
そうこうちゅう

、通園
つうえん

バスが後方
こうほう

から接近
せっきん

してきたので、優先
ゆうせん

通行帯
つうこうたい

から出
で

て道
みち

を譲
ゆず

った。

ようにしなければならない。

るように身構
みがま

える。

図
ず

５の標識
ひょうしき

は、車線数
しゃせんすう

減少
げんしょう

の標識
ひょうしき

である。

歩行者
ほこうしゃ

や自転車
じてんしゃ

のそばを通行
つうこう

する時
とき

は、必
かなら

ず徐行
じょこう

をして、その歩行者
ほこうしゃ

や自転車
じてんしゃ

が安全
あんぜん

に通行
つうこう

できる

オートマチック車
しゃ

で駐車
ちゅうしゃ

をする時
とき

は、チェンジレバーをLまたは１の位置
いち

にしておく。

発進
はっしん

をする時
とき

は、まず合図
あいず

を出
だ

してから安全
あんぜん

確認
かくにん

をするのがよい。

原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

を運転
うんてん

することができる。

図
ず

６の標識
ひょうしき

は、安全
あんぜん

地帯
ちたい

であることを表
あらわ

している。

青色
あおいろ

の右向
みぎむ

きの矢印
やじるし

信号
しんごう

は、二段階
にだんかい

右折
うせつ

の方法
ほうほう

で右折
うせつ

する原動機
げんどうき

付
つき

自転車
じてんしゃ

も青色
あおいろ

の矢印
やじるし

に従
したが

っ

て右折
うせつ

することができる。

踏切
ふみきり

を通過
つうか

する時
とき

は、歩行者
ほこうしゃ

や対向車
たいこうしゃ

に注意
ちゅうい

しながらできるだけ左端
ひだりはし

を通行
つうこう

する。

黄色
きいろ

の灯火
とうか

の矢印
やじるし

信号
しんごう

は、路面
ろめん

電車
でんしゃ

に対
たい

してのみ意味
いみ

を表
あらわ

しているので、歩行者
ほこうしゃ

や車
くるま

は進
すす

むことができない。

図
ず

４のような手
て

信号
しんごう

を警察官
けいさつかん

がしている場合
ばあい

、警察官
けいさつかん

などの身体
しんたい

の正面
しょうめん

に対面
たいめん

する交通
こうつう

は、青色
あおいろ

の灯火
とうか

と同
おな

じ意味
いみ

を表
あらわ

している。

前方
ぜんぽう

に歩行者
ほこうしゃ

や自転車
じてんしゃ

を認
みと

めた時
とき

は、これらが予期
よき

しない行動
こうどう

が考
かんが

えられるので、いつでもハンドルで避
さ

けられ

著
いちじる

しく座高
ざこう

が低
ひく

い等
など

のため、適切
てきせつ

にシートベルトを着用
ちゃくよう

できないときは、シートベルトの着用
ちゃくよう

が免除
めんじょ

される場合
ばあい

がある。

前方
ぜんぽう

の信号
しんごう

が青色
あおいろ

のときは、交通
こうつう

が混雑
こんざつ

していても、後続車
こうぞくしゃ

のことを考
かんが

えて交差点
こうさてん

に進入
しんにゅう

したほうがよい。

タイヤが磨
す

り減
へ

っている時
とき

は、摩擦力
まさつりょく

が大
おお

きくなり、停止
ていし

距離
きょり

が短
みじか

くなる。

交差
こうさ

点
てん

やその付近
ふきん

で緊急
きんきゅう

自動車
じどうしゃ

が接近
せっきん

してきた場合
ばあい

には、交差
こうさ

点
てん

をさけて一時
いちじ

停止
ていし

をしなければならないが、

近
ちか

くに交差
こうさ

点
てん

のない道路
どうろ

では、左
ひだり

によって進路
しんろ

を譲
ゆず

ればよい。

サイドミラーよりルームミラーの方
ほう

が後続車
こうぞくしゃ

との距離
きょり

を正
ただ

しく目測
もくそく

することができる。

道路
どうろ

が工事中
こうじちゅう

の時
とき

は、右側
みぎがわ

通行
つうこう

してもよいが、はみ出
だ

し方
かた

はできるだけ少
すく

なくしなければならない。

車
くるま

は、他
た

の車
くるま

に追
お

い越
こ

される時
とき

は、追
お

い越
こ

しが終
お

わるまで速度
そくど

を上
あ

げてはいけない。

中型
ちゅうがた

自動車
じどうしゃ

の免許
めんきょ

を取得
しゅとく

した時
とき

は、中型
ちゅうがた

自動車
じどうしゃ

のほか、普通
ふつう

自動車
じどうしゃ

、普通
ふつう

自動
じどう

二輪車
にりんしゃ

、小型
こがた

特殊
とくしゅ

自動車
じどうしゃ

、

図
ず

７の標識
ひょうしき

は、自転車
じてんしゃ

横断帯
おうだんたい

を表
あらわ

している。
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タクシーを回送
かいそう

する目的
もくてき

で運転
うんてん

するときでも、第二種
だいにしゅ

普通
ふつう

免許
めんきょ

が必要
ひつよう

である。


